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今金町民憲章
。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

。健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

。教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10月 1日



北海道産業貢献賞受賞

北
海
道
産
業
貢
献
賞
に
農
業
協
同
組
合
功
労
者
と
し
て
神
丘
在
住
の
細
川
信

一
さ

ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

細
川
さ
ん
は
、
昭
和
日
年
以
来
、
農
業
協
同
組
合
理
事
、

の
健
全
な
経
営
と
組
合
員
の
経
営
安
定
に
努
め
、

特
に
、
転
作
田
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
肉

用
牛
の
導
入
や
野
菜
生
産
の
拡
大
な
ど
、
複
合

経
営
の
確
立
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
槍
山
北

部
広
域
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
と
し
て
、
農

産
物
の

二
元
集
出
荷
体
制
の
整
備
や
統
一
ブ
ラ

ン
ド
「
ほ
こ
ほ
こ
大
地
」
を
確
立
し
、
販
路
拡

大
に
尽
力
す
る
な
ど
、
地
域
農
業
の
振
興
に
多

大
な
貢
献
を
し
た
の
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

神
丘
高
台

高

美

町

市
街
地
の
西
部
地
区
に
居
住
さ

れ
て
い
る
方
々
か
ら
、
町
づ
く
り

こ
の
ほ
ど
大
和

た。
少

子

高

齢

町
づ
く
り
の
拠

町
に
完
成
し
ま

推
進
調
整
会
議
等
で
建
設
を
要
望

さ
れ
て
い
た
地
域
の
交
流
施
設
が

点化
社
会
に
向
け

施
設
と
し
て

I ' 

• (t 

細

川

信

一
さ
ん

組
合
長
と
し
て
、

組
合

新入学児童を変通事故から守否う

加

藤

要
さ
ん

北
海
道
産
業
貢
献
貨
に
農
業
指
導
功
労
者
と
し
て
町
内
在
住
の
加
藤
要
さ
ん
が
受

賞
し
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
、
昭
和
お
年
以
来
、
今
金
町
農
業
協
同
組
合
職
員
、
道
南
北
部
肉
用

牛
振
興
協
議
会
事
務
局
長
と
し
て
、
地
域
農
業

の
振
興
に
努
め
、
特
に
、
所
得
拡
大
と
地
力
増

進
を
図
る
た
め
、
稲
作
や
畑
作
経
営
に
お
け
る

黒
毛
和
種
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
し
、
今
金

町
肉
用
牛
振
興
会
の
発
足
と
活
動
に
力
を
注
く

と
と
も
に
、
北
海
道
肉
牛
研
究
会
の
設
立
に
尽

力
し
、
初
代
会
長
と
し
て
卓
越
し
た
指
導
力
を

発
同
伴
す
る
な
ど
、
本
道
農
業
の
振
興
に
多
大
な

貢
献
を
し
た
の
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

し

齢
者
、

少
年
な
ど
各
種
学
習

・
研
修
を
と

お
し
て
交
流
を
深
め
、
ふ
れ
あ
い

の
場
が
確
保
さ
れ
共
に
助
け
合
い

幼
児
、

旧
ん
且
皇
、

生
徒
、
青

高た

支
え
合
お
う
と
い
う
目
的
を
も
っ

も
の
で
す
。「

西
部
百
年
館
」
は
、
各

種
交
流
事
業
を
は
じ
め
、
小
会
議

に
も
利
用
で
き
、
集
会
場
は
移
動

式
の
仕
切
り
に
よ
り

2
室
、
和
室

は
8
畳
が

2
室
、
集
会
場
と
和
室

を
つ
な
ぐ
と
約
1
5
0
人
ほ
ど
が

収
容
で
き
る
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が

こ
の

P d 

。
• • 

‘ライオンズクラフ
ランドセルカバーを!

hv
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
交
通
安
全

を
呼
び
か
け

入
学
式
を
迎
え
た
新
入
学
児
童

た
ち
に
各
団
体
か
ら
交
通
安
全
グ

ツ
ズ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た。
入
学
式
前
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
会
員
が
交
通
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
同
伴
の
父
母
に
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

可
能
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
調
理

室
が
完
備
さ
れ
、
調
理
実
習
な
ど

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
会
館
内
に
は
、
車
椅
子

用
の
ト
イ
レ
や
段
差
を
解
消
す
る

ス
ロ
ー
プ
、
手
す
り
な
ど
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は

2
3
4
・
9
2m
の

鉄
筋
平
屋
建
で

3
世
代
交
流
施
設

建
設
事
業
の
補
助
を
受
け
て
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
、
利
用

に
あ
た
っ
て
の
申
込
み
は
、
役
場

町
民
課

(8
2
1
0
1
1
1
)
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(2) 

講演会ができるよう演台が用意されている.企集会場

hv
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
と
れ
る
和
室
と

集
会
場

L 

砂
商
工
会
婦
人
部
交
通
安
全
鈴
を
1

4 
交社
通 会
安福

耳“ 全 祉
叫パ1品

ラ議
ソ会
Jレ
を

(3) 



4
月
1
日
付
け

職
員
人
事
異
動

上
下
水
道
課
を
新
設

4
月
1
日
付
け
で
町
職
員
の
人

事
異
動
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。(

)
は
前
職
。

今
回
の
異
動
で
水
道
線
と
下
水

道
室
を
統
合
し
上
下
水
道
課
が
新

た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

企
画
調
整
線
内
に
設
出
血
さ
れ
て
い

ま
し
た
、
今
金
町
百
年
記
念
事
業

税
係
長
兼
資
産
税
係
長
)

河

端

義

之

商
工
観
光
係
長
(
商
工
観
光
係

主

査

)

中

堅

英

明

。
上
下
水
道
課

線
長
(
水
道
線
長
)滝

本

隆

司

課
長
補
佐
兼
下
水
道
推
進
係
長

(
下
水
道
室
次
長
兼
建
設
課
長

補
佐
兼
下
水
道
室
総
務
係
長
)

相

田

守

主
幹
兼
総
務
係
長
(
水
道
課
管

理

係

長

)

伊

藤

光

広

水
道
係
長
(
水
道
係
長
兼
管
理

係

)

小

西

康

友

下
水
道
係
長
(
下
水
道
係
長
)

高

島

好

治

総
務
係
(
管
理
係
)勝

山
奈
保
美

総
務
係
(
新
採
用
)高

橋

秀
美

。
耕
地
開
発
課

主
幹
兼
管
理
係
長
(
股
林
線
農

業
振
興
係
長
兼
林
務
係
)

福

地

邦

夫

推
進
室
が
各
種
記
念
事
業
終
了
に

伴
い
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

下
水
道
室
、
今
金
町
百
年
記
念

事
業
推
進
室
の
異
動
で
解
か
れ
た

関
係
に
つ
い
て
は
除
去
」
ま
し
た
。

※

O
O兼
務
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
前
職
も
あ
わ
せ
て
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

品
幅
削
暗

。
総
務
課

線
長
補
佐
兼
管
財
係
長
(
課
長

補
佐
兼
総
務
係
長
)藤

原

弘

一

主
幹
兼
総
務
係
長
兼
職
員
厚
生

係
長
(
職
員
厚
生
係
長
兼
営
財

係

)

中

島

光

弘

経
理
係
長
兼
務
(
財
政
係
長
)

成

田

光

康

(
保
健
福
祉
課
国

財
政
係
主
査

保
係
主
査
)

諸

戸

康

浩

職
員
厚
生
係
兼
務
(
総
務
係
)

遠

藤

盛

人

， 

• • 

。
建
設
課

課
長
補
佐
兼
管
理
用
地
係
長

(
主
幹
兼
管
理
用
地
係
長
)

藤

田

民

男

鮒
持
係
兼
務
(
建
築
係
兼
都
市

計
蘭
係
兼
公
園
係
)相

馬

-v議
室
事
務
局

事
務
局
長
(
国
保
病
院
事
務
長

兼
老
人
保
健
施
設
事
務
長
)

稲

木

弘

幸

庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
(
保
健

福
祉
課
総
務
係
長
兼
老
人
保
健

施
設
管
理
係
長
)
柏
田
泰
明

。
農
業
嚢
員
八
一
口

事
務
局
長
兼
今
金
町
結
婚
相
談

所
長
(
事
務
次
長
兼
総
務
係

長

)

平

原

昌

美

事
務
次
長
兼
総
務
係
長
兼
農
地

係
長
(
農
林
課
長
補
佐
兼
林
務

係

長

)

佐

久

間

優

一

総
務
係
兼
農
地
係
(
農
林
課
農

政
係
兼
農
業
振
興
係
)

竹
内

佳
生

企
V

薮
青
雲
員
E
E

。
管
理
際

主
幹
兼
学
校
教
育
係
長
(
総
務

課
経
理
係
長
)
小
原
ト
キ
子

経
理
係
主
査
兼
財
政
係
(
出
納

室
出
納
係
主
査
)
川
崎
妙
子

。
出
納
室

出
納
係
(
保
健
福
祉
課
保
健
福

祉
係
兼
健
康
づ
く
り
係
)

山

田

真

也

。
企
画
調
整
課

線
長
補
佐
兼
企
画
調
整
係
長

(
主
幹
兼
企
画
調
整
係
長
)

外

崎

秀

人

主
幹
兼
調
査
係
長
(
調
査
係

長

)

河

野

富

雄

企
画
調
整
係
(
税
務
課
住
民
税

係

兼

資

産

税

係

)

岸

貴

之

O
税
務
課

課
長
補
佐
兼
徴
収
係
長
(
主
幹

兼

徴

収

係

長

)

清

水

寛

住
民
税
係
長
兼
資
産
税
係
長

(
町
教
委
管
理
課
学
校
教
育
係

長

)

北

見

伸

夫

住
民
税
係
兼
資
産
税
係
(
企
画

調
整
課
企
画
調
整
係
)

白
山

。
町
民
課

課
長
兼
町
民
セ
ン
タ
ー
長
(
課

長
補
佐
兼
町
民
係
長
)

吉

村

教

聖

課
長
補
佐
兼
町
民
係
長
(
総
務

課
主
幹
兼
管
財
係
長
)

重
田

。
給
食
セ
ン
タ

次
長
兼
総
務
係
長
(
主
幹
兼
総

務
係
長
兼
業
務
係
長
)

白
田
田
代
子

業
務
係
長
(
業
務
係
)

ト
林

透

A

マ
国
保
病
院

事
務
長
(
商
工
観
光
課
長
兼
商

工
観
光
係
長
)

自
国

壮
二

事
務
次
長
兼
庶
務
係
長
兼
経
理

係
長
(
主
幹
兼
庶
務
係
長
兼
経

理

係

長

)

今

野

む

つ

子

調
剤
係
長
(
薬
剤
師
)

大
根
田
真
由
美

薬
剤
管
理
係
長
(
薬
剤
師
)

谷

川

微

看
殻
婦
(
新
採
用
)大

脇

弘
子

A-歪A
保
健
施
設

事
務
長
(
議
会
事
務
局
次
長
兼

庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
)

八
重
鰹
旨
雄

主
幹
兼
管
理
係
長
(
農
業
委
員

。
保
健
福
祉
課

主
幹
兼
総
務
係
長
兼
介
護
保
険

係
長

(
保
健
福
祉
係
長
)

森

川

元

主
幹
兼
国
保
係
長
(
国
保
係

長

)

伊

藤

清

保
健
福
祉
係
長
(
保
健
福
祉
係

主

査

)

中

島

淳

子

介
護
保
険
係
主
査
兼
総
務
係

(
老
人
保
健
施
設
管
理
係
兼
保

健
福
祉
謀
総
務
係
)小

林

洋

伸

国
保
係
(
建
設
課
維
持
係
兼
車

両
係
兼
下
水
道
室
総
務
係
)

田
中

崇

介
護
保
険
係
(
新
採
用
)

村

上

拓

也

晋

保
健
福
祉
係
(
新
採
用
)

松

浦

秀

明

実

• • 会
農
地
係
長
兼
総
務
係
)

細

田

征

夫

作
業
療
法
士
(
新
採
用
)

桜

庭

敏

一

実

介
護
福
祉
士
(
新
採
用
)

松

村

真

吾

介
護
禍
祉
士
(
新
採
用
)

鈴

木

康

之

健
康
づ
く
り
係

新
採
用
)

石
川

郭
子

-
経
揺
剖

。
農
林
課

課
長
補
佐
兼
林
務
係
長

(
耕
地

開
発
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
)

中

野

寛

農
業
振
興
係
長
兼
務
(
農
政
係

長

)

宮

本

彰

農
業
振
興
係
主
査
(
北
海
道
派

遣

)

杉

山

輝

希

林
務
係
兼
務
(
畜
産
係
長
)

尾

崎

克

之

股
政
係
兼
股
業
振
興
係
(
新
採

用

)

大

口

陽

平

司>(~

。
商
工
観
光
課

課
長
(
税
務
課
長
補
佐
兼
住
民

介
護
福
祉
士
(
新
採
用
)

武

藤

文

枝

O
北
海
道
派
遣
(
総
務
課
財
政
係

兼
経
理
係
主
査
)

山
田

O
市
町
村
派
遣

槍
山
支
庁
地
域
政
策
課
企
画
係

(
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係
)

矢
野

伸

一

3
月
引
日
付
け
退
職

坪

田

有

隆

(
議
会
事
務
局
長
)

下

山

更

治

(
農
業
委
員
会
事
務
局
長
)

宮

沢

昭

雄

(

町

民

課

長

)

木

島

光

男

(
建
設
課
車
両
係
兼
維
持
係
)

小

泉

健

治
(
保
健
福
祉
課
総
務
係
)

笹

森

寅

雄

(
患
者
パ
ス
運
転
)

岩

野

英

明

(

外

科

医

長

)

白

岩

さ

や

か

(

看

護

婦

)

山
賀
和
恵
(
作
業
療
法
士
)

菊

谷

タ

ミ

子

(

準

職

員

)

(4) イE生l.地域特産品セノター(月曜日休J7月26日-8月23日

」

議

復元像完成披 露 特別展」ウ二lイギカカ1) 「ヒ。(5) 



コグ戸ーノル克;波*!Yf、クーク蒜遺言

渡島北部・稽山北部7町ガ

地域情報を発信

「
コ
リ
ド
ー
ル
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
構
想
」
と
は
、
渡
島
北
部
・
槍
山

北
部
の
コ
リ
ド
1
ル
(
回
廊
)
状
に

国
道
で
結
ぼ
れ
て
い
る
地
理
的
条
件

を
生
か
し
、

7
町
(
八
雲
町
・
長
万

部
町

・
熊
石
町
・
大
成
町
・瀬
棚
町
・

北
鳩
山
町
今
金
町
)
が
新
た
な
相

互
交
流
の
輸
を
形
成
し
、
各
町
が
協

力
し
あ
い

一
体
と
な
っ
て
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

ま
ず
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
こ
の

7
町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
提

供
し
あ
い
、
各
町
の
広
報
紙
に
掲
載

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
み

な
さ
ん
の
積
極
的
な
交
疏
や
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

⑧通行止⑧
4奥美利河温泉

土砂崩れのため通行できませんa

(道道美利河二股自然休養村線)

オオシュブンナイの滝惨

落石の危険から通行止めとなっ

ています。(シュブンナイ線)

d 
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~八雲町~

-第18回落部公園つつ じ祭り

・開催日 5月31日(日)

午前10時 ~

午後3時

八雲町落部公園

元おニャン子クラブ

「城之内早的」歌謡ショー開催

他、 多数イベント有り
まきなどのイベントも。

合温泉紹介『湯とぴあ臼別』

古くから「ランプの湯の宿Jと

して親しまれてきた“臼別温泉"

が装いも新たに変身。

春夏の緑はもちろん、秋の紅葉

の美しさも楽しめる「湯の皇」と

して評判です。

・場所 大成町字宮野

(国道沿いに看板あり )

・料金無料。(お心のあ

る方には清掃協力

金として百円頂い

ております)

~大成町~

~24 日(白)

長万部公園

*緩やツツジの花が咲き誇り 、新

持必

~熊石町~

.熊石あわびの里フェスティバル

5月17日(日)

9時30分~

-場所

女 HBCラジオ公開録音

，、凶，

-おしゃまんべ桜まつり

・開催日 5月23日(土)

.W， 所

緑との鮮やかな色あいは見事で

す。

-開催日

熊石町青少年旅行

村

会あわびをメインにしたお祭で、

あわび食街道 ・浜焼き街道 ・い

にしえ食街道が開設。

あわびのお土産が当たる宝もち

-湯所

風も水も、あんばいよくぬくもっています1

OPEN情報

食キャンプなら 海を見下ろした

緑のテントサイ ト

背少年旅行村 (~7-38 1 g)

台目指せ『郷土史通J!r荻野吟子」資

料揃ってます。

瀬棚町郷土館 (~7-3205)休月曜

すマリンスポーツならーインスト

ラクター付きで初心者も安心

B&G海洋センター艇庫 (~7 -

3311)休月曜

~長万 部町~北槽山町~

-第2回北海道水仙フェア

.第26回玉川公園水仙まつり

-開{窪田 5月10日(日)

午前8時~
午後5時

・場所玉川公園

官 STVラジオ公開生放送

「奥山コーシンの日ょういっぱ

い生ワイド」

ゲスト/ダ ・カーポ、門倉有希

食ロードレース、もちまき、など

イベン卜盛り沢山

。

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
で
ま
っ
た

ら

…

5
月
げ
日
か
ら
お
日

1
6

入
の
な
い
方
、
あ
る
い
は
家
計
カ
苦
し
く
納

'

…

料

を

す

め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
い
方
に
国
民
年
金

…

春

の

行

政

相

談

週

間

で

す

険

制

ま

保
険
料
の
免
除
申
請
を
受
付
て
い
ま
す
。

日

目
劇

-E
パ

免
除
申
訪
を
し
な
い
で
保
険
料
を
未
納
の

い

旬
日
の
怒
ら
し
の
中
で
、
国
の

J
1
色副
I

1
‘

ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
将
来
、
年
金
が

・
役
所
や
公
団
等
が
行
っ
て
い
る
仕

4
2
b
R
-
1

受
給
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

・
事
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
、

一

年

目

付

ご
注
意
下
さ
い
。

一
納
得
で
き
な
い
こ
と
、
こ
う
し
て

一

民

9
受

O
申
請
方
法

…
ほ
し
い
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
か

司四国

・
印
鑑
持
参
の
う
え
、
町
民
課
年
金
係
へ

・
ら
苦
情
や
意
見
、
要
望
等
を
、

日

自
民

O
期

限

5
月
末
日
ま
で

日
き
す
る
た
め
、
特
設
行
政
相
談
所

…
厚

生

年

金

・

国

民

年

金

の

…
た

…

…

積

立

金

還

元

融

資

は

…
れ

関
・

「
し
あ
わ
せ
ひ
ろ
、
ず
る

“り

史

-

石

川

町
づ
く
り
」

峰

正

…
• 

を

応

援

し

て

い

ま

す

。

…
置

日

-

Z
凶
H

・

H

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
保
険
及
び
国
民

川
の

日
年
金
保
険
の
積
立
金
は
、
将
来
の
年
金
給
付
の
た
め
の
大

山

一

日
切
な
財
源
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
積

日
ヴ

• 

一
立
金
(
資
金
)
は
地
域
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
地

方

公

:

ハ

引
共
団
体
(
市
町
村
な
ど
)
に
低
利
で
貸
し
付
け
さ
れ
て
い

・
皆

・

ケ

正
す

。

日

川

川
※
年
金
融
資

日
全国

い

平
成
9
年
度
神
丘
地
区
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
態
花
、

日
開

H

M
B
千

ω万
円
融
資
さ
れ
、
公
然
衛
生
と
生
活
環
境
の
向
上

H
m即

日

日
の
た
め
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

日

~瀬細町~

• • 建設課 商観光課工
経済部

中目

談室
トイレ

長
税務課

企画
上下水道課 町民課 ロビー 出納室調整課

• • • • • • • 

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
お
気

日

経
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

。
日
時

5
月
初
日
(
水
)

・

q
υ
n
u
-〉
に

d

n

u

-

-

o

!
1

0

・

0
場

所

今

金
町
民
セ
ン
タ
ー

-

O
相
談
員

・

生
亀
き
よ
え
行
政
相
談
委
員

日

(8
2

0

7
6
0
)

日

食
相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
、

“

秘
密
は
守
り
ま
す
。

日

な
お
、
函
館
行
政
監
察
分
室

日

に
お
い
て
も
、
文
曹
、
電
話
、

F

H

A
X
等
で
行
政
相
談
を
受
付
け

い

て
お
り
ま
す
。

υ

・
函
館
行
政
監
察
分
室

日

函
館
市
新
川
町
お

m

n

B
0
1
3
8
|沼

0
9
0
9

・

4

1

1
A

.
 

WM
0
1
3
3

氾

0
9
1
9

・

nr

F4

.
 

『
行
政
苦
情
1
1
0
番
』
は

・-

0
1
3
8
|幻
1
1
1
0
0
で

・
• 

M
時
間
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

.
 

• • 

h
aザ
了

h
「

日

戸
プ
免
風
船

t
t圏
一
---E

H

a総
司
調
℃

日
• • 

••••••••• 

(6) 

~ 

5 月 21 日 ~3 1 日家内労働手帳」「安心と信頼築こう家内労働旬間〕ヲ，〔



第43田町民体育祭の

競技種目アイデアを募集

オアシスパークゴルフ

オープンに向け
み

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
6

今
金
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
フ
で

い

は
、
今
金
技
能
者
協
会
の
協
力
を

日

得
て
、
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

υ

場
に
物
置
を

3
坪

(
9
・
9
ぱ
)
設

日

首
し
ま
し
た
。

日

こ
の
物
置
は
管
理
用
の
草
刈
り

日

機
を
格
納
す
る
た
め
で
協
会
員
な

・
• 

ど
山
人
で
完
成
し
ま
し
た
。

.
 

• • • • • • • • • • • • • • 

第
羽
田
目
を
迎
え
る
町
民
体
育

祭
が
、

‘7
月
刊
日
(
日
)
今
金
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

す。
体
育
協
会
で
は
、
町
民
み
ん
な

が
楽
し
め
る
体
育
祭
に
し
よ
う
と

新
し
い
競
技
種
目
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
5

月
末
日
ま
で
に

『総
合
体
育
館
内

体
育
協
会
事
務
局

(
2
2
0
2

6
)
』
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
採
用

さ
れ
た
場
合
は
記
念
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。

， 

ん

な

の
広

ぼ
く
の
八
束
小
学
校

八
束
小
6
年

黒

宮

聖

哉

君

。
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

プ
レ
ー
し
た
い
が
道
具
が
な
い

場
合
、
総
合
体
育
館
で
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

総
合
体
育
館
8
2
1
2
0
2
6

• • 場

ぼ
く
達
の
学
校
に
は

m人
の
児

童
が
い
て
、
み
ん
な
は
と
て
も
明

る
く
元
気
い
っ
ぱ
い
で
仲
が
い
い

で
す
。
高
学
年
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
や
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
運

動
好
さ
ば
か
り
で
、
汗
い
っ
ぱ
い

に
な
り
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
す
。

担
任
の
田
口
先
生
は
、
今
年
中

里
小
学
校
か
ら
き
ま
し
た
。
先
生

は
ひ
げ
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
た

ま
に
お
こ
る
け
ど
、
ふ
だ
ん
は
や

さ
し
く
明
る
い
で
す
。

時
々
、
だ
じ
ゃ
れ
を
言
っ
て
ぼ

く
達
を
、
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

勉
強
の
教
え
方
が
と
て
も
う
ま
く

て
分
か
ら
な
い
所
は
、
親
切
に
教

え
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
ぼ
く

は
、
国
語
や
算
数
、
社
会
の
学
習

ぼ
く
遠
の
八
束
小
学
校
は
、
周

り
が
緑
に
固
ま
れ
空
気
も
澄
ん
で

い
ま
す
。
そ
れ
に
、
学
校
の
う
ら

の
小
川
に
は
、
さ
り
が
に
や
お
た

ま
じ
ゃ
く
し
が
す
ん
で
い
て
、
と

て
も
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
ぼ

く
は
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
春
に
な
る
と
田
植
え
や
、
じ

ゃ
が
い
も
植
え
が
始
ま
り
秋
ま
で

農
園
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
菜
稲
り
の
事

防
ぐ
た
め
仁

つ。O
行
先
き
、
帰
宅
予
定
時
間
等

は
、
必
ず
、
家
族
な
ど
へ
知
ら

せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
単
独
行
動
は
で
き
る
だ
け
避

け
、
同
伴
者
と
位
置
を
確
認
し

あ
い
ま
し
ょ
う
。

O
山
菜
採
り
に
夢
中
に
な
り
、
迷

っ
た
と
き
は
、
む
や
み
に
歩
き

山
菜
採
り
は
、
年
齢
を
問
わ
ず

手
軽
に
楽
し
め
る
レ
ジ
ャ
ー
と
し

て
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
例
年
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ

訪問看護を刺同し、よりよい在宅生活を!

を
が
ん
ば
っ
て
よ
い
成
績
を
と
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

6
年
生
に
な
っ
て
ぼ
く
は
、
児

童
会
の
副
会
長
に
な
っ
た
の
で
学

校
行
事
の
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り

言
っ
て
八
東
小
学
校
を
よ
く
す
る

た
め
に
一
生
け
ん
命
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や

町
内
の
ド
ッ
チ
ボ
l
ル
で
も
活
躍

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

回
る
こ
と
は
危
険
で
す
。
落
ち

着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

O
方

一
に
備
え
、
笛
や
ラ
ジ
オ
、

非
常
食
等
を
携
行
し
目
立
つ
服

装
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
ゴ

ミ
の
持
ち
帰
り
、
火
の
後
始
末

な
ど
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
忘
れ

ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
総
合
福
祉
施
設
と
し
べ

つ
で
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
、

訪
問
看
護
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

訪
問
看
護
と
は
1

主
治
医
と
の
連
携
の
も
と
に
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護

婦
が
寝
た
き
り
な
ど
の
方
を
訪
問

し
て
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
在
宅
で
も
安
心
し

て
療
養
生
活
が
送
れ
る
よ
う
援
助

し
ま
す
。

サ
ヒ
ス
内
容

主
治
医
の
指
示
で
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
看
護
婦
が
家

庭
を
訪
問
し
ま
す
。

・
チ

ュ
ー
ブ
の
交
換

・
床
ず
れ
の

処
置
、
体
を
拭
い
た
り
・
リ
ハ

ビ
リ
、
体
位
交
換
な
ど
の
看
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

・
介
護
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
指
導

も
行
い
ま
す
。

訪
問
看
護
を
利
用
で
き
る
方

主
治
医
が
訪
問
看
護
の
必
要
を

認
め
た
次
の
方
々
で
す
。

・
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
り
家
庭

に
お
い
て
寝
た
き
り
の
状
態
ま

た
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
の
方

(
痴
呆
の
方
)

・
脳
卒
中
後
遺
症
で
寝
た
き
り
の

お
そ
れ
の
あ
る
方

・
難
病
の
心
身
障
害
の
方

• • 2織のアイドル
さよ

惨小野 紗 代 ちゃん

(平成8年 2月28日生まれ)

末広町小野尚孝さん、嘉代子さんの長女

【親から]

父親譲りのせいか演歌を聞くと踊っち

ゃいます。食欲旺盛なところも文に似ま

皆さんよろくしね。火の用心もよろし

-
病
気
や
心
身
の
障
害
な
ど
で
交

通
機
関
を
利
用
で
き
な
く
、
病

院
へ
の
通
院
が
困
難
な
方

利
用
回
数

・
1
週
間
に

つ
き

3
日
を
限
度
と

し
て
い
ま
す
。

(
末
期
が
ん
や
多
発
性
硬
化
症

な
ど
の
特
定
の
病
気
に
つ
い
て

は
、
こ
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
)

利
用
料
金

*
老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
は

一
日
当
た
り
2
5
0
円

キ
老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
訪
問
看
護
に
要

し
た
費
用
の

2
1
3
割
(
各
健

康
保
険
に
基
づ
く
負
担
額
)

*
そ
の
他
の
利
用
料
と
し
て
総
合

福
祉
施
設

「と
し
べ
つ
」
か
ら

ご
自
宅
ま
で
往
復
5
M
未
満
の

方
は
1
0
0
円
、
往
復
5
M
以
よ

の
方
は
2
0
0
円
の
交
通
費
が

負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
長
時

間
や
休
日
、
時
間
外
の
費
用
に

つ
い
て
は
、
別
途
、
そ
れ
に
要
し

た
費
用
が
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

キ
総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
内

.
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

8
2
2
7
8
0
 

ご
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
1

(8) 

たくや

‘宮本 拓弥ちゃん

(平成7年11月29日生まれ)

南栄町 宮本彰さん、敬枝さんの 2男

【親から】

テレビアニメが大好きな拓弥もこの頃

さかんにお話しをします。時おり大人の

ことばを口に出して、親は巨を白黒 11

2歳上のお兄ちゃんといつも仲良く遊

んでいますavc;込

「

J
l
i
l
i--aiji
f
-
-j
ifight--
3
i
j
j叫

》

せ

い

ふ

く

き

ょ

う

を

お

さ

と

旬

ぐ

も

り

一

制

服

の

今

日

着

納

め

に

鳥

曇

今

井

白

井

子

冶

w

か

ん

せ

い

き
そ

う

ど

て

は

る

な

っ

H
H
F

山

!

歓

声

に

競

ふ

て

土

手

に

春

菜

摘

む

杉

本

あ

い

州

ω

伝
J
T
さ

そ

の

ぼ

ゆ

明

山

摘

草

や

せ

せ

ら

ぎ

に

添

ひ

上

り

行

く

芳

賀

あ

き

え

手

な

っ

〈

ち

ぶ

え

づ

よ

め

な

っ

m

懐

メ

ロ

の

口

笛

連

れ

に

嫁

菜

摘

む

佐

藤

朝

子

~

つ

み

〈

さ

し

て

う

い

わ

い
ざ
け

門

t
摘

箪

の

染

む

手

に

受

く

る

祝

ひ

酒

阪

井

み

え

~

H
W
ひ

き

だ

だ

て

が

み

は
る
ふ
か

抽

出

し

に

出

さ

ぬ

手

紙

や

春

深

し

斉

藤

み

ち

隠

る

じ

お

み

含
そ

い

た

た

い

り

ょ
う
さ

春

潮

の

満

ち

競

ひ

立

つ

大

漁

旗

辻

知

子

※
俳
句
に
は
本
来
ふ
り
仮
名
は
不
要
で
す
が

d
睡
も
が
続
み
や
す
く
ω

と
の
主
旨
に
よ
り
あ
え
て
付
位
し
て
い
ま
す
・

〕Qd
 

〔



(重点目標)

困胆園日
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・

文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、

自

ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第258号

趣
味
で
心
に
う
る
お
い
を

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
を
計
画

日

一
日
と
便
利
に
な
る
私
た
ち

の
生
活
は
、

一
方
で
う
る
お
い
や

生
き
が
い
、
人
々
と
直
接
ふ
れ
あ

う
機
会
を
少
な
く
し
て
い
る
こ
と

は
、
こ
こ
今
金
で
も
否
め
ま
せ
ん
。

余
暇
活
動
や
体
験
活
動
な
ど
を
通

じ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
り
、
趣

味
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
心
に
ゆ

と
り
を
持
つ
こ
と
は
、

生
活
に
張

り
を
持
た
せ
る
た
め
に
も
必
要
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
年
度
、
教
育
委
員
会
で
は
生

涯
学
習
講
座
と
し
て
『
い
き
い
き

ラ
イ
フ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
』
を

開
設
予
定
で
す
。
本
講
座
は
、
町

内
外
で
ク
ラ
フ
ト
活
動
を
し
て
い

る
方
々
を
講
師
に
招
き
、
学
習
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、

可
能
な
も
の

に
つ
い
て
は
地
域
集
落
施
設
で
も

開
催
予
定
で
す
。
募
集
は
、
新
聞

折
り
込
み
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
以
下
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽

社
会
教
育
指
導
員
巴

友
善
孔
(
と
あ
る
)
さ
ん

社
会
教
育
指
導
員
と
し
て
、

3

年
間
勤
務
さ
れ
た
石
岡
夏
男
さ
ん

が
3
月
む
日
で
退
任
さ
れ
、
後
任

と
し
て
友
善
孔
さ
ん
(
日
歳
)
が

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

友
善
さ
ん
は
昭
和
お
年
に
花
石

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

。
陶
芸
教
室

O
ち
ぎ
り
絵
教
室

。
押
し
花
教
室

O
絵
手
紙
教
室
(
メ
y
セ
ジ
を
添
え

て
色
彩
控
か
な
ハ
ガ
キ
手
紙
づ
く
り
)

O
カ
ン
ト
リ
ー
ド
ー
ル
教
室
(
飾

り
布
や
天
然
染
料
を
使
っ
た
紫
朴
な
人
形
づ

く
り
)

O
今
金
つ
子
の
ふ
れ
あ
い
体
験
工

一房
(
カ
ヌ
ー
づ
く
り
や
木
工
作
品
づ
く
り
を

通
じ
た
障
害
者
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
事
業
)

t 

• 
問
い
合
わ
せ
は
、
川
〉

る議~~壱J鍾⑫

ガ

フ

有首みあとま牽
の輪合りとし引
呼でわまもた用
びすせすに。の
名。て。重牽馬

でガ牽ガ要引具
ラ引ラな用を

西 と の はる、 も馬中
洋 は 起 蕨5の具心
式 北 点 ガν にのに
馬海とタガ中発
具 道なとラで達
の特る組が鞍iし

• • の
野
外
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、
み
ん
な

が
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
空
き
缶

や
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
こ
協
力
願

い
ま
す
。

利
用
の
申
し
込
み
、
用
具
の
貸

し
出
し
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は

総
合
体
育
館

(
2
2
0
2
6
)
へ。

マ
利
別
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

(
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)

マ
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

マ
高
美
公
園
パ
!
ク
ゴ
ル
フ
場

マ
高
美
公
園
ゲ

l
ト
ボ
ー
ル
場

マ
町
民
テ
ニ
ス
コ
卜
場
(
総
体
)

マ
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
場
(
今
金
中
)

(文化団体会員募集〉

本町文化協会に加盟している26団体は、それぞ

れ仲間づくり としての生涯学習に取り組んでいま

す。皆さん多数の参加をお待ちしております。申

し込みは、各団体の連絡責任者までお電話下さい。

加盟 国体名 連絡 責 任 者

今金¥'.l道愛好会 岡嶋絹子 (栄町)2-0165 

日本詩吟学院
伊藤サツ(南町)2-0425 

岳風会今金支部

今金ハムクフブ 中村和正(旭町)2-0019 

日写連北部槍山支部 鈴木 捷(寒 昇)2-1203 

北陽画会 近膝瑠璃子 (寒昇)2-1430 

今金民謡会 原因みどり(東町)2-1439 

今金民謡研友会 久保田勝(南町)2-1409 

今金百人一首クラフ 長浜 稔(御影)2-1641 

今金囲碁同好会 国j畑秀樹(旭町)2-0745 

今金将棋愛好会 遠勝 感人(商工団地)2-0066 

今金クッキングサークル 遠勝玲子 (南町)2-0601 

北部楢山音楽協会今金支部 稲木弘幸(末広町)2-0517 

利別俳句会 pi畢 定勝(大和町)2-0330 

今金社交ダンスクラブ 山下正巳(曙町)2-3187 

カナリヤ会 1JOiii 保(八幡町)2→ 1843 

今金ちぎり絵愛好会 黒樺てる子 (東町)2-0716 

いまかね陶芸同好会 山北幸好(緑町)2-0965 

今金舞踊愛好会 小田島トシ(寒 昇)2-0569 

今金町音楽愛好会 桂川 博勝(南栄町)2-1854 

日本盆栽協会今金支部 渡辺 茂(南栄町)2-0514 

今金町民合唱団 石井るみ子(大和町)2-1456 

今金町手話同好会 吉田知美(東 IIIJ) 2-0140 

今金町琴鈴会 能代令子(大和町)2-2803 

NYDI今金バレエサークル 船木 恵(東町)2-2411 

おしばなの会 土田喜美子(八束)2-1544 

今金よさこいソーラン倶楽部 八重樫清(東 InJ) 2-1572 

• 

中
で
教
職
に
つ
か
れ
、
平
成
7
年

豊
田
小
学
校
長
を
最
後
に
退
職
。

こ
の
問
、
八
束
中
、
今
金
中
に
も

在
職
さ
れ
て
お
り
、
顔
見
知
り
の

方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

教
育
相
談
員
と
学
校
週
5
日
制

対
策
地
域
活
動
指
導
者
も
兼
ね
て

活
動
し
ま
す
。
友
善
さ
ん
は
「
各

種
社
会
教
育
事
業
だ
け
で
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
も
町
民
の
み
な

さ
ん
と
接
す
る
機
会
が
多
い
と
存

じ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
相
談

の
窓
口
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
子

さ
ん
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
お
気

軽
に
相
談
を
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

〈文化財探訪23)

明
治
の
初
め
、
西

洋
式
の
畜
力
農
法
を

北
海
道
に
導
入
し
よ

う
と
し
た
開
拓
使

は
、
西
洋
式
馬
具
の

製
造
を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
北

海
道
の
馬
具
製
造
は

カ
ラ

l
に
由
来
す
る
そ
う

で
す
。写

真
は
上
種
川

・
木
村

義
治
さ
ん
か
ら
平
成
元
年

に
寄
贈
を
う
け
た
も
の

で
、
昭
和
初
期
か
ら
昭
和

u
i
川
崎
年
頃
ま
で
使
用
し

た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
標

準
的
な
ガ
ラ
で
芯
に
は
わ
ら
が
巻

か
れ
、
腹
に
は
も
み
殻
が
入
っ
て

い
ま
す
。
馬
の
首
の
形
に
適
合

し
、
馬
体
に
無
理
が
か
か
ら
な
い

よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
図
書
!

「
北
海
道
の
民
具
一
」

北
海
道
新
聞
社

〕O
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i習たうた地見の、農さ章欠は た i 
fにのもと域し工数業んさか、 し ! 
i参を代ののて事年をはんさ地 ぷ i 
i加機替こ自以現前営、主ず域 Z i 
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iえい暇農持金掘河まま九い

Z学 なつていはすだに後たとどにた ;
!べかた、る白。い役豊今でが地そ 1
1 っこわ地分 「 手立回金 、印層う i
iとたとか域の七立て小町特象観で i
2ここゃらに住吾てて学のにに察す 2
1ろと知なつんナうい校岩セ残や
iがをらかいで lでたに石ミつ鉱セ ;
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2‘_r 111見加でもなお 22・・u圃・・.但11.':1 1 /1 、 者 、セらつ 2
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親子で学び合う陶芸教室

野外スポーツ施設の利用左
ズい

教ンよ野
育でい山
委すよの
員。 野木

会外々
でスも
はポ芽

l吹
ツき
のは
シじ
|め

夏
期
間
次

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

す

《

苦

闘

円

V

ぽ

7
日
山
山
桧
山
婦
人
回
体
連
絡
協

な

議
会
総
会
江
差
町

杭

8
日

ω
四
ツ
薬
会
連
絡
調
整
会

顧

議
(
総
会
)
凶

・

ω
学
習

番

)
セ
ン
タ
ー

酎

ω日
但
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

は

「
森
の
自
然
史
と
生
態
系
」
悶

?

∞

教

委

前

集

合

・黒

判

松
内
町

時

日
日
間
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

ゆ

講
習
会

ω
・

ω
総
合

不

体
育
館

(

ロ
1
U
日
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

す

問
-
∞
総
合
体
育
館

内

凶
日
同
青
少
年
健
全
育
成
推
進

引

委
員
会

ω
・
∞

学

習

5

セ
ン
タ
ー

日

凶

日

出

ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団

一

式
・体
力
テ
ス
ト
会
日

・
2

∞
総
合
体
育
館

&

げ
日
間
第
円
以
回
全
桧
山
少
年
剣

話

道
大
会

8
・

初

総

合

滝

体
育
館

臨

n
i
n日
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
社
教

の

主
事
等
研
修
会
浦
河
町

出eL叫

《

b
R
V

め

凶
日
制
桧
山
管
内
社
教
委
員
会

ゆ

〕

総
会
・
研
修
会
奥
尻
町

L
O



d診~~~日告白~

年
金
相
談
日
に
つ
い
て

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

コレ一一言"

ー、

と

き

5
月
お
日
(
木
)

午
前

ω時
1
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

3
、
相
談
員

函
館
社
会
保
険
事
務
所
職
員

《
町
民
間
附
》

美

利

河
、タ

ム{
凍
習
に
つ
い
て

-
ダ
ム
洪
水
時
の
情
報
伝
達
演
習

ダ
ム
洪
水
時
に
お
け
る
下
流
住

民
及
び

一
般
へ
の
笹
報
、
関
係
機

関
へ
の
通
知
を
的
確
に
行
う
た

め
、
次
の
と
お
り
演
習
を
実
施
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
戸
】

一一冨-n

マ

期

間

5
月
7
日
1
8
日

マ
内
容
想
定
し
た
気
象
、
水

文
情
報
よ
り
、
想
定
放
流
に
よ
る

サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
鵬
首

報
(
奥
沢
橋

1
美
利
河
橋
間
)
及

び
関
係
機
関
へ
の
情
報
伝
達
を
実

施
し
ま
す
。

健診を受けて明るい健康づくり

月みんな5 

※
サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
等
で

住
民
の
皆
様
へ
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、

v

」
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

。
詳
細

美
利
河
ダ
ム
管
理
所

8
3
1
7
3
3
5
 

5
月

1
日

1

6
月
初
日

林
野
火
災
予
防
実
施
期
間

林
野
火
災
は
、

5
月
か
ら

6
月

に
か
け
て

一
番
多
く
発
生
し
ま
す
。

魚
釣
り
や
山
菜
採
り
な
ど
で
入

山
さ
れ
る
と
き
は
、
タ
バ
コ
の
ポ

イ
捨
て
や
た
き
火
は
絶
対
し
な
い

で
下
さ
い
。

5
月

ω日
か
ら
初
日
は
強
化
期

間
と
な
り
ま
す
が
、
特
に

5
月
凶

日
は
町
の
山
火
記
念
日
(
日
進
大

火
の
日
)
で
す
。
無
煙
臼
と
し
て

火
入
れ
は

一
切
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

な
お
、
焼
畑
、
地
こ
し
ら
え
な

ど
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
役
場

の
許
可
が
必
要
で
す
。
必
ず
係
ま

で
申
請
願
い
ま
す
。

《
農
林
課
》

国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す

人
事
院

・
国
税
庁
は
、
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
国
税
専

t 

• 
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

記

。
申
込
受
付
期
間

5
月
6
日
制
1
5
月
日
日
制

。
受
験
資
格

昭
和
必
年
4
月
2
日
1

昭
和
白
年
4
月
1
日
生
ま
れ

。
第
l
次
試
験

6
月
初
日
出

・
幻
日
制

。
第

2
次
試
験

8
月
M
日
間

・
お
日
制
の
う
ち

指
定
す
る
日

。
試
験
地

札
幌
市
ほ
か
全
国
主
要
都
市

。
受
験
申
込
先

第
l
次
試
験
地
を
直
轄
す
る
国

税
局

※
詳
細

・
札
幌
国
税
局
人
事
第

2
課

8
o
i
l
l
2
3
1
5
o
l
l
 

-
八
雲
税
務
署
総
務
課

8
0
1
3
7
6
3
1
2
1
4
8
 

水

難

事

故

に

注

意

!

毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

農
業
用
水
路
で
の
幼
児
や
小
学
生

な
ど
の
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
ま

す。
農
作
業
も
始
ま
り
、
か
ん
が
い

用
水
や
雨
な
ど
で
大
量
に
水
が
流

項 目 対 畠t 者 実施 日 時 問 m農地区 実施会場 揃 考

一般住民関係

一般相敵 全住民 11日(月) 10: 00-11: 45 全地区 |保!他とセしべンつタ」ー内 他団E相目先(血圧測定尿検査)

一般相談 全住民 18日 (月) 10: 00-日 45 " H " 

一般相骸 全住民 25日 (月) 10 日0-11: 45 H n M 

般相鮫 全住民 6月l日(月) 10 : 00-11 : 45 n H " 

無医地区巡回診療(眼科) 全住民 7日(木) 受14付2時0間-14 : 50 N H 八重器合病院眼科医師詩型(有料)

頭の検診 (MR 1) 全住民 28-30日 申込完全予約制→申込日5月8日{壷)8: 45から.詳しくは田監をご置ください.

乳幼児閣係

乳児相談 生後 3，6， 9カ月定 21日(木) 。1-9:15 全地区 保!他とセしベンつタJー円 身体計測・睡脱帽詰・栄華相蹴

乳児健診 生後4，7.10、12力月児 21日(木) ・付4院l「~413 00 " " 
科体体E栄計f呆割華聾l相-犀E談憧暁師鹿査・診相健察謹康医・師相歯フ露観科ッ軍相素

I歳6力月蝕診 生後 l歳7. 8力月児 7日(木) '1、1460寸0t~aJ1300 " " 
股関節脱臼検診 生後4カ月児 15日 (金) l11O"TOF!~"J 14.00 H 股関節X線掲影

すくすく子育てダイヤル 就る学保前護者までの幼児のい 13日(ホ) 9 : 00-12 : 00 " 2 -2780 11l括による心配事相敵

妊産婦関係

h 自民>ガF 妊蝿掃人科受話希望の方 四 附 危'~'3Ö~14 :00 全粧品三五円 盃重重量

お知らせ

.宮業者検Z主
5月26・27日
詳しくは案内を個別に送付致します.

-風疹予防接種

詳しく は個別に通知致します.

-平成10年度より健康手艇が新しくなります.ご希望の方は保他姉までどうぞ.

(保健福祉課他康づくり 国保係)

10・4・10

社会福祉協議会だより
現光の里学刷、盟寿図 社会稲祉協議会への多額のこ'寄付、

ζ厚意ありがとうこeざいました@

(敬称略)

《札幌市》 種 J 11 婦 人 音E
佐 藤 優 美 神丘老人クラブ

伊 キ4 正 彦 1じ 見 富 子

中 里 老人クラブ

《北槍山町》 金 原 老 人 ク ラ ブ

櫓山北高合唱部 水 里子 清

中目 良 展 子 黒 J 11 干し 治

匿 名 柳 1畢 毅

目復 音E 商 広

《今金町》 下 山 更 治

中 ヰサ 恭 子 大 倉 行 雄

舟 木 健 今金町婦人団体連絡協議会
岸 本 義 佐々木 節 子
隆 寿 司 坪 田 有 隆

れ
込
み
、
雨
量
も
増
し
、

水
流
も

早
く
大
変
危
険
で
す
。

子
供
達
が
好
奇
心
か
ら
、
万

一

用
水
路
な
ど
へ
落
ち
た
場
合
、
死

亡
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
日

頃
か
ら
家
庭
、
学
校
、
保
育
所
な

ど
用
水
路
な
ど
の
付
近
で
は
、
絶

対
に
遊
ば
な
い
よ
う
呼
び
か
け、

注
意
し
あ
い
、
事
故
防
止
を
地
域

ぐ
る
み
で
進
め
ま
し
ょ
う
。

《
土
地
改
良
区
》

• • 
1)' Id; 
内

お
子
さ
ん
の
健
康
は
、
全
て
の

お
父
さ
ん

・
お
母
さ
ん
始
め
保
護

者
の
方
の
願
い
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
健
康
な
歯

・
丈
夫
な
歯
は
好

き
嫌
い
な
く
い
ろ
ん
な
も
の
を
食

べ
、
健
や
か
に
成
長
を
し
て
い
く

た
め
に
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

健
康
な
歯
を
保
て
る
習
慣
が
知
ら

ず
知
ら
ず
に
身
に
つ
き
、
意
識
せ

ず
に
そ
の
よ
う
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
な
る
と
よ
い
で
す
ね
。

健
康
な
歯
や
丈
夫
な
歯
を
保
つ

に
は
、

4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。
虫
歯
は
歯
の
質

・虫
歯
菌

・

甘
い
食
べ
物

・
時
間
こ
れ
ら
が
合

わ
さ

っ
て
お
こ
り
ま
す
。

歯
磨
き
は
き
ち
ん
と
し
て
い
る

の
に
、
虫
歯
が
で
き
て
し
ま
う
e

e

そ
ん
な
時
は
生
活
を
ち
ょ
っ
と
振

り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
お
や
つ

を
い
つ
ま
で
も
だ
ら
だ
ら
と
食

べ
、
口
の
中
は
い
つ
も
甘
み
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
で
す
か
?
甘
い
お
菓
子
と
甘
い

ジ
ュ
ー
ス
が
「
お
や
つ
」
の
定
番

食事つetJS九と
大腫川温泉怖憩聞

回数券を利用するとどちらでも入浴できます。

。利用料金

大人(12歳以上 360円

中人 (6歳以上12歳未満) 140円

小人 (6歳未満 70円

⑫回数券は、 10回分の料金で2回もお得(12枚綴)

に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
か
っ

歯
磨
き
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、
お
や
つ
な
ど
こ
の
よ
う
に
生

活
習
慣
も
健
康
な
歯
に
と
っ
て
は

と
て
も
重
要
で
す
。
特
に
小
さ
い

頃
か
ら
の
習
慣
と
い
う
の
は
大
き

く
な
っ
て
も
身
に
つ
い
て
し
ま
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
も
の
で
す
。

歯
磨
き
同
様
、
食
習
慣
も
気
を
つ

け
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

今
金
町
で
は
、
年
に
2
回
歯
科

検
診
を
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
検
診
を
虫
歯
の
あ
る
な
い
だ
け

に
と
ら
わ
れ
ず
、
普
段
の
生
活
を

振
り
返
る
き
っ
か
け
と
し
て
み
ま

せ
ん
か
っ

ま
た
、
こ
の
検
診
で
は
歯
の
質

を
強
め
る
フ

ッ
ソ
塗
布
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
検
診
を
う
ま
く
活

用
し
て
お
子
さ
ん
の
歯
を
健
康
に

保
ち
、
よ
い
生
活
習
慣
と
と
も
に

お
子
さ
ん
へ
の
贈
り
物
と
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

-
歯
科
検
診

。
6
月
日
日
・
凶
日

・
9
時
か
ら
と
日
時
か
ら

日
日
は
夜

5
時
か
ら
も
実
施

総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」

(
健
康
つ
く
り
係
)

八雲保健所今金支所(25:2 - 0251) 

[12) 

※お問い合わせ調理師試験・受付 6 月 1 日 ~6 月 5 日
〕3
 

1
 

〔



住民q: 。g。や令

3月末現在

前月対比

7， 222人(ム67)

3，468人(ム38)

3， 754人(ム29)

2， 629世帯(ム24)

やや令

口

数男

女

帯

人

世

休日当番医

5月3日 道南ロイヤル病院(北槍山)H4-5011
4日 柏崎医院(j頼棚)H7-3021 
5日今金町立国保病院(今 金)H2-0221 
10日 道南ロイヤル病院(北楢山)H4-5011 
17日 北倫山町立国保病院(北恰山)H4-5321
24日寓田医院(今金)H2 -0324 
31日今金町立国保病院(今金)H2-0221 

6月7日岩間医院(今金)H2-0057 
(6月については予定です)

彦)高美町

広)大和町

寿

芳

3月15日 (保惣者

3月20日(保護者

句っとでめお』
つ

ん

ん

司
、

や

や

d
ち

ち

じ
u
菜

さ
希

ん
ね
鈴

仙
泰

たぉ図

川原

前川

昇)

里)

優子さん(留寿都m
麻香さん(寒

有美さん(中

町)=松倉

大輔さん(寒昇)=鈴木

忠幸さん(トマンケシ)=菅原

固いつまでもおしあわせに

% 
% 

〉イ

要さん(南門脇

井上

森川

画おくやみもうしあげます

う
ま
す
ぎ
xw
も
う
甘
語
は

悪
徳
商
法
の
こ
れ
ま
で
の
被
害

実
態
を
み
る
と
、
悪
質
業
者
が
い

か
に
甘
い
言
葉
を
繰
っ
て
消
費
者

を
だ
ま
し
て
い
る
か
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
最
近
で
は
パ
ソ
コ
ン

通
信
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
詐
欺
ま
が
い
商
法
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

悪
質
業
者
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た

め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ょ
-つ
。

相
手
の
身
分
と
用
件
を
し

っ
か

， 

IUJ 

中トマンケシ

種川駅前

4月15日受付分まで

美高72歳

94歳

88歳

3月29日

4月 5日

4月10日

畑i畢サクエさん

義弘さん

佐々 木マツエさん

川崎「
落
と
じ
穴
」

り
確
認
す
る

安
易
に
家
の
中
に
入
り
込
ま
せ

な
い

う
ま
す
ぎ
る
話
に
は
乗
ら
な
い

毅
然
と
し
た
態
度
で
断
る

一
人
で
悩
ま
な
い
で
第
三
者
に

相
談
す
る

サ
イ
ン
は
契
約
書
を
よ
く
読
ん

で
か
ら
に
す
る

契
約
し
て
も
金
銭
の
支
払
い
は

後
払
い
に
す
る

し
つ
こ
い
相
手
に
は

1
1
0
番

自
然
豊
か
な
美
利
河
小
学
校

9

を

冒

留

4
月

5
目
、
少
し
で
も
早
く
地

域
に
馴
染
ん
で
も
ら
お
う
と
美
利

河
小
学
校
を
会
場
に
新
規
の
山
村

留
学
生
や
父
母
た
ち
、
在
校
児

童
、
地
域
住
民
、
教
育
関
係
者
が

参
加
し
て
の
歓
迎
交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
継
続
の
児
童

の
司
会
に
よ
り
里
親
、
実
親
紹
介

な
ど
行
わ
れ
和
や
か
に
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

翌
日
、
新
た
に

5
人
の
児
童
が

制
②
0
1
1
1
番

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

f 

美利，可小学校の仲間たち

し か 人 わ 新 学 加
たなとれ 1 のわ
。学地、年 美り
校元道 生 利 9
生 5外を河年
活人か迎小目
がのらえ 学を
ス 11 4 た校迎
夕 人 人入でえ
lで 、学はた
ト自道式、山
し然内が地村
ま豊 2 行 元留

¥1¥ haK心d'ltE-ol .i ~/j町d

美利河小学校山村留学児童名

里親宅 学年 氏 名 出身地

宮越一夫宅
2年 中山健太郎 均玉県宮代町

5年 村上はるか 札幌市

宗像久子宅
5年 塚谷善介 函館市

5年 本間雅広 福島県都山市

丸山良祐宅
3年 ニ 浦奈都 愛知県佐屋町

5年 構回悠以 千業県木更津市

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

(14) 
n hnJ:/， /' <r.: Iホームペ一、


